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（訂正・数値データ訂正） 

「2023 年７月期 第 1四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」の一部訂正について 
 

 

 

 当社は、2023 年 12 月９日に公表しました「2023 年７月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（非連

結）」について一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。なお、訂正箇所には下線を付

して表示しています。 

株主および投資家をはじめとするステークホルダーの皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけい

たしますことを謹んでお詫び申し上げます。また、今回の訂正を厳粛に受け止めるとともに、再発防止

に取り組み、内部管理体制の強化に努めてまいります。今後ともご支援ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

 

 

記 

 

 

 

１． 訂正理由  

12 月９日に開示いたしました、「2023 年７月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」の提出

後に、第 1 四半期の棚卸集計業務において、10 月から取り扱いを開始した新商品の集計単位（食数と

箱数）を誤認識してしまった結果、本来の在庫金額より過大に集計してしまっていたことが発覚したた

めです 。 

 

 

 

 

 

２． 訂正箇所 

訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後の全文を添付し、訂正箇所には下線を付して表示しています。 

また、サマリー情報の訂正箇所については、訂正前と訂正後の訂正箇所に下線を付して下記に記載し

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 シ ル バ ー ラ イ フ 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 清 水 貴 久 

 （コード番号：9262 東証プライム市場） 

問合せ先  取 締 役 管 理 部 長 増 山 弘 和 

 （TEL. 03-6300-5629） 



 

【訂正前】 

１．2023年７月期第１四半期の業績（2022年８月１日～2022年10月31日） 

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年７月期第１四半期 3,015 12.4 312 211.7 357 168.9 225 139.3 

2022年７月期第１四半期 2,683 9.3 100 △69.4 132 △62.5 94 △58.1 
  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2023年７月期第１四半期 20.86 20.57 

2022年７月期第１四半期 8.74 8.60 
    

（２）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2023年７月期第１四半期 9,050 5,530 61.1 

2022年７月期 8,859 5,304 59.9 
 
(参考) 自己資本 2023年７月期第１四半期 5,530 百万円  2022年７月期 5,304 百万円 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

１．2023年７月期第１四半期の業績（2022年８月１日～2022年10月31日） 

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年７月期第１四半期 3,015 12.4 245 144.3 289 118.0 183 94.5 

2022年７月期第１四半期 2,683 9.3 100 △69.4 132 △62.5 94 △58.1 
  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2023年７月期第１四半期 16.95 16.72 

2022年７月期第１四半期 8.74 8.60 
    

（２）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2023年７月期第１四半期 8,981 5,488 61.1 

2022年７月期 8,859 5,304 59.9 
 
(参考) 自己資本 2023年７月期第１四半期 5,488 百万円  2022年７月期 5,304 百万円 

 

 

 

 

以上 

 



【訂正後】

　2023年７月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
　2022年12月９日

上 場 会 社 名 株式会社シルバーライフ 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 9262 URL https://www.silver-life.co.jp/

代 表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)清水 貴久

問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名)増山 弘和 (TEL)(03)6300-5629

四半期報告書提出予定日 　2022年12月９日 配当支払開始予定日 　－

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

　

(百万円未満切捨て)

１． 2023年７月期第１四半期の業績（2022年８月１日～2022年10月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年７月期第１四半期 3,015 12.4 245 144.3 289 118.0 183 94.5

2022年７月期第１四半期 2,683 9.3 100 △69.4 132 △62.5 94 △58.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年７月期第１四半期 16.95 16.72

2022年７月期第１四半期 8.74 8.60

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年７月期第１四半期 8,981 5,488 61.1

2022年７月期 8,859 5,304 59.9

(参考) 自己資本 2023年 7月期第１四半期 5,488 百万円 　2022年 7月期 5,304 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年７月期 －

2023年７月期(予想) 0.00 － 15.00 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３． 2023年７月期の業績予想（2022年８月１日～2023年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,210 13.9 340 8.9 420 9.9 260 2.0 24.09

通期 12,700 13.2 700 24.7 860 21.2 550 36.9 50.96

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更に関する注記

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年７月期１Ｑ 10,798,800株 2022年７月期 10,792,400株

② 期末自己株式数 2023年７月期１Ｑ 399株 2022年７月期 399株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年７月期１Ｑ 10,796,940株 2022年７月期１Ｑ 10,772,044株

発行済株式数に関する注記

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 (将来に関する記述等についてのご注意)

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

　 あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

　 た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績

　 予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報

　 （３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が依然継続しており、新たな

変異株の流行懸念があることに加えて、ロシアのウクライナ侵攻等に伴う原材料価格の高騰や急速な円安が続く等、

依然として不透明な状況が続いております。

当社の属する高齢者向け配食サービス市場におきましては、高齢者人口及び一人暮らし高齢者世帯の増加等を背

景に、市場は引き続き拡大傾向が続いております。また、2025年からは団塊の世代が当社のメイン顧客層である後

期高齢者になることから、更なる拡大が予測されております。

このような状況のもと、当社におきましては、工場及び物流センターにおいて、2021年より続いていた大型投資

が2022年3月に一段落し、製造・保管能力が大幅に強化されたことから、積極的な販売促進活動を行うことで売上拡

大に努めてまいりました。

製造面については、これまで外部委託していた冷蔵商材の一部を自社製造に切り替えたことに加え、工場の稼働

率が増加したことで、当社の利益率は大きく改善いたしました。今後については、更なる自社製造への切り替えを

予定しており、より一層の効率化を目指していけると考えております。

販売管理費については、自社製造に切り替えた影響により、冷蔵商材の各FC加盟店発送費用が、運賃に計上され

たため増加しました。また加須物流センターの稼働による人件費、減価償却費、消耗品費、水道光熱費等の増加や、

積極的な販売促進活動による広告宣伝費の増加もあり、売上高販売管理費率は高まりました。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は3,015,351千円(前年同四半期比12.4%増)、営業利益は245,288千円

(同144.3%増)、経常利益は289,812千円(同118.0%増)、四半期純利益は183,044千円(同94.5%増)となりました。

販売区分別の経営成績は、次のとおりであります。

① FC加盟店

フランチャイズを展開しているFC加盟店の店舗数は、「まごころ弁当」は前事業年度末より5店舗減少、「配食の

ふれ愛」は13店舗減少、「宅食ライフ」は6店舗増加したことで、店舗数は前事業年度末より12店舗減少し978店

舗となりました。

高齢者人口の増加に伴い、市場の需要が高まってきていることから、当第１四半期累計期間の売上高は

2,178,807千円(前年同四半期比10.5%増)となりました。

② 高齢者施設等

高齢者施設向け食材の販売では、新規施設が一定数見込まれることに加え、既存施設においても人手不足、合

理化の一環でサービスの外部委託が増加する傾向にあり、特に冷凍食材販売サービスにおいては需要の拡大が予

測されております。

当社におきましては、高齢者施設向け冷蔵食材販売サービスである「まごころ食材サービス」と冷凍食材販売

サービスである「こだわりシェフ」等を展開しております。「こだわりシェフ」においては、積極的な営業活動

を実施した結果、売上が増加しました。

この結果、高齢者施設向け食材販売における当第１四半期累計期間の売上高は322,011千円(前年同四半期比

5.5%増)となりました。

③ 直販・その他

ECを主体とした冷凍弁当の直接販売（BtoC）では、積極的な販売促進活動や広告宣伝費の効果的な活用のため

の各種取り組みを行ったことで、定期顧客が増加しており、売上の増加に貢献いたしました。

OEM販売（BtoB）では、既存取引先及び新規取引先の増加により、売上は増加いたしました。

この結果、直販・その他販売における当第１四半期累計期間の売上高は514,532千円(前年同四半期比26.4%増)

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第１四半期会計期間末における流動資産は前事業年度末より199,925千円増加し、3,432,513千円となりまし

た。

これは主に、現金及び預金が127,849千円、冷凍弁当の製造増加に伴い商品及び製品が80,618千円、それぞれ増

加したこと等によるものであります。

(固定資産)

当第１四半期会計期間末における固定資産は前事業年度末より78,178千円減少し、5,548,759千円となりまし

た。

これは主に、減価償却累計額（機械装置）が65,926千円減少したこと等によるものであります。

(流動負債)

当第１四半期会計期間末における流動負債は前事業年度末より1,132千円減少し、1,406,384千円となりました。

これは主に、未払法人税等が52,106千円増加し、株主優待引当金が33,881千円、未払金が13,874千円、それぞれ

減少したこと等によるものであります。

(固定負債)

当第１四半期会計期間末における固定負債は前事業年度末より61,438千円減少し、2,086,192千円となりまし

た。

これは主に、長期借入金が59,850千円減少したこと等によるものであります。

(純資産)

当第１四半期会計期間末における純資産は前事業年度末より184,317千円増加し、5,488,695千円となりました。

これは主に、利益剰余金が183,044千円増加したこと等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年７月期の業績予想につきましては、2022年９月13日付けの「2022年７月期 決算短信」で公表いたしまし

た業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,474,844 1,602,693

売掛金 1,019,139 987,049

商品及び製品 287,792 368,411

原材料及び貯蔵品 28,053 34,740

その他 481,462 498,861

貸倒引当金 △58,705 △59,243

流動資産合計 3,232,587 3,432,513

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,016,529 2,999,555

機械及び装置（純額） 1,305,483 1,256,236

その他（純額） 767,050 767,322

有形固定資産合計 5,089,063 5,023,114

無形固定資産 329,146 343,285

投資その他の資産

その他 223,394 195,458

貸倒引当金 △14,666 △13,099

投資その他の資産合計 208,727 182,358

固定資産合計 5,626,937 5,548,759

資産合計 8,859,525 8,981,272

負債の部

流動負債

買掛金 570,916 561,691

契約負債 11,458 10,850

リース債務 720 720

未払金 403,436 375,899

1年内返済予定の長期借入金 239,400 239,400

未払法人税等 54,512 106,619

株主優待引当金 61,527 27,645

その他 65,544 83,557

流動負債合計 1,407,517 1,406,384

固定負債

長期借入金 1,951,450 1,891,600

リース債務 2,762 2,582

その他 193,417 192,009

固定負債合計 2,147,630 2,086,192

負債合計 3,555,147 3,492,576

純資産の部

株主資本

資本金 725,645 726,282

資本剰余金 715,645 716,282

利益剰余金 3,864,006 4,047,050

自己株式 △919 △919

株主資本合計 5,304,378 5,488,695

純資産合計 5,304,378 5,488,695

負債純資産合計 8,859,525 8,981,272
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2021年８月１日
　至 2021年10月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年８月１日
　至 2022年10月31日)

売上高 2,683,155 3,015,351

売上原価 2,061,016 2,116,480

売上総利益 622,139 898,870

販売費及び一般管理費 521,741 653,581

営業利益 100,397 245,288

営業外収益

受取利息 2,860 3,244

受取補償金 25,841 39,279

その他 12,496 12,054

営業外収益合計 41,198 54,577

営業外費用

支払利息 1,320 1,227

賃貸費用 6,406 4,623

貸倒損失 86 1,630

貸倒引当金繰入額 869 △454

減価償却費 - 2,590

その他 - 436

営業外費用合計 8,684 10,054
経常利益 132,911 289,812

特別損失

固定資産除却損 7,090 13

特別損失合計 7,090 13

税引前四半期純利益 125,821 289,798

法人税、住民税及び事業税 25,196 97,698

法人税等調整額 6,520 9,056

法人税等合計 31,717 106,754

四半期純利益 94,104 183,044
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、これによる四半期財務諸表に与える影響はありません。

（持分法損益等）

関連会社がないため該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、食材製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次の

とおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2021年８月１日
至 2021年10月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年８月１日
至 2022年10月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 8円74銭 16円95銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 94,104 183,044

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 94,104 183,044

普通株式の期中平均株式数(株) 10,772,044 10,796,940

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 8円60銭 16円72銭

(算定上の基礎)

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 172,483 152,071

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


